様式３　専修学校（各種学校）設置認可申請書

令和　　年　　月　　日

岐阜県知事　様

申請者住所（法人事務所在地）
氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○　法人　○　○　○　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長（設立代表者）　氏　　名　　 eq \o\ac(□,印)
○　○　学　校　設　置　認　可　申　請　書
○○学校（専修学校（各種学校））を設置したいので、（学校教育法第１３０条（学校教育法第１３４条第２項において準用する同法第４条第１項））の規定により、認可してくださるよう関係書類を添えて申請します。
〔添付書類〕

１　設置趣意書　
〔様式３－１〕
２　設置要項　
〔様式３－２〕
３　学則　
〔様式３－３〕
４　施設、設備目録　
〔様式３－４〕
５　校地調書及び校舎調書　
〔様式３－５〕
６　土地登記事項証明書及び売買契約書の写

７　建物登記事項証明書又は工事請負契約書の写

８　建築確認通知書及び検査済証の写

９　校具、教具、図書及び備品の内訳書　
〔様式３－６〕
10　設置後２年度の事業計画書　
〔様式３－７〕
11　申請年度及び設置後２年度の収支予算書　
〔様式３－８〕
12　寄附行為
13　法人の登記事項証明書
14　法人の議事録の写又は設立発起人会決議録の写
15　設置者（法人代表者）の履歴書
16　学級編制表　
〔様式３－９〕
17　教職員の組織表　
〔様式３－10〕
18　教職員採用予定者名簿　
〔様式３－11〕
19　校長、教員採用予定者の履歴書、身分証明書、誓約書及び就任承諾書
〔様式３-12〕
20　校長、教員の学位、免許又は資格を証する書面の写（必要に応じ）
21　校長、教員の最終学校の卒業証明書（必要に応じ）
22　校長、教員の在職証明書（必要に応じ）
23　飲料水に関する証明書
24　学校付近の見取図
25　校地図面（配置図、地積図）
26　校舎図面（平面図、立面図）
27　その他必要と認められる書類

	注意事項

１　個人設置の場合は12～14は不要

２　上水道以外の場合は、飲料に適する旨の公の証明書を、上水道の場合は、市町村長の使用証明書を添付すること。


〔様式３－１〕設置趣意書

　　　教育基本法の精神にのっとり、学校教育法（その他関係法令）に従い、設置の理由及び趣旨を具体的に記載すること。
〔様式３－２〕設　置　要　項（専修学校の例）
１　目　　的　　　○○を行うことを目的とする。（学則の目的と同じ）

２　名　　称　　　○○学校

３　課程の名称　　○○課程

４　位　　置　　　○○市○○町○○番地

５　課程、学科、　○○課程　○○科　○○人　○学級　○年
　　定員、学級

　　及び修業年限

６　授業料等　　　○○課程　　　　　　○○科　　　　　　○○科

　　　　　　　　　授業料（月額）　　　　　　円　　　　　　　　円

　　　　　　　　　入　学　金　　　　　　　　円　　　　　　　　円

　　　　　　　　　入学検定料　　　　　　　　円　　　　　　　　円

　　　　　　　　　○　○　○　　　　　　　　円　　　　　　　　円

７　経費及び維持の方法
　　　　　　　　　授業料、入学金、寄付金、その他の費用をもって維持経営する等具体的に記載すること。

８　開設の時期

　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日　（予定）

　　　　　　　設　置　要　項（各種学校の例）
１　目　　的　　　　　○○を行うことを目的とする。（学則の目的と同じ）

２　名　　称　　　　　○○学校

３　位　　置　　　　　○○市○○町○○番地

４　部、学科、定　１　昼間部　　　○科　　○○人　　○学級　　○年
員、学級及び　　　　　　　　　○科　　○○人　　○学級　　○年

修業年限　　　　　　　　　　　計　　　○○人　　○学級　　
　　　　　　　２　夜間部　　　○科　　○○人　　○学級　　○年

　　　　　　　　　　　　　　　○科　　○○人　　○学級　　○年

　　　　　　　　　　　　　　　計　　　○○人　　○学級　　

５　授業料等　　　○部　（○科）
　　　　　　　　　授業料（月額）　　　　　○○円　　　　　　　
　　　　　　　　　入　学　金　　　　　　　○○円　　　　科ごとに記入する。
　　　　　　　　　入学検定料　　　　　　　○○円　　　　　　　
　　　　　　　　　○　○　○　　　　　　　○○円　　　　　　　
　　　　　　　　　
６　経費及び維持の方法

　　　　　　　　　授業料、入学金、寄付金、その他の費用をもって維持経営する等具体的に記載すること。

７開設の時期

　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日　（予定）

〔様式３－３〕専修学校学則（例）
○○学校学則

　　　第１章　総　　則

（名称）

第１条　この専修学校は○○学校（以下「本校」という。）という。

（位置）

第２条　本校は、○○市○○町○○番地に置く。

（目的）

第３条　本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に従い、○○を行うことを目的とする。

　　　第２章　課程、学科、修業年限、定員及び休業日

（課程、学科、修業年限、定員）

第４条　本校の課程、学科、修業年限及び定員は、次のとおりとする。
	課程名
	学科名
	昼夜（部制）区    分
	修業年限
	入学店員
	総定員
	備  考

	
	
	
	年
	人
	人
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	注意事項

課程名には、分野名も含めること。（例）家政専門課程、衛生高等課程


（学年、学期）

第５条　　本校の学年は、○月１日に始まり、翌年○月○日に終わる。
２　○○課程の学期は、次のとおりとする。

第１学期　　　○月○日から　○月○日まで
第２学期　　　○月○日から　○月○日まで

第３学期　　　○月○日から　○月○日まで

（休業日）

第６条　休業日は、次のとおりにする。ただし、校長は、必要があると認める場合には、休業日を変更することができる。

(1) 国民の祝日に関する法律に規定する休日

(2) 日曜日

(3) 夏　季　　○月○日から○月○日まで

(4) 冬　季　　○月○日から○月○日まで

(5) 学年末　　○月○日から○月○日まで

(6) ……………………………………………
第３章　教育課程、授業時間数及び教職員組織

（教育課程及び授業時間数）

第７条　教育課程及び授業時間数は、別表のとおりとする。

（始業、終業時刻）

第８条　本校の始業及び終業の時刻は、次のとおりとする。

　　○○課程は、○時から○時まで（昼間）及び○時から○時まで（夜間）とする。

（教職員組織）

第９条　本校は、次の教職員を置く。

(1) 校　　長　　　１人

(2) 教　　員　　　○人以上

(3) 助　　手　　　○人以上

(4) 事務職員　　　○人以上

(5) 校　　医　　　○人以上

２　校長は、校務を総括し、所属教職員を監督する。

第４章　入学、休学、復学、退学、卒業及び賞罰

（入学資格）

第10条　本校の入学資格は、次のとおりとする。

　　○○課程は…………………………

（入学時期）

第11条　本校の入学時期は、次のとおりとする。

　　…………………………

（入学手続）
第12条　本校の入学手続は、次のとおりとする。

(1) 本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書に必要事項を記載して、第19条に定める入学検定料を添えて、指定期日までに出願しなければならない。
(2) 前号の手続を終了した者に対して入学試験を行い、入学者を決定する。
(3) 本校に入学を許可をされた者は、入学許可の日から○日以内に第19条に定める入学金を添えて手続をとらなければならない。
（休学及び復学）

第13条　生徒が、疾病その他やむを得ない事由によって、○日以上休学する場合は、その事由を記載した書類及び診断書を提出し、校長の許可を受けなければならない。
２　前項の者が復学しようとする場合は、届け出て復学することができる。
（退学）

第14条　退学しようとする者は、その事由を記載した書類を提出し、校長の許可を受けなければならない。

（認定の基準）

第15条　教育課程の修了又は卒業は、所定の課程を修了した者について、平素の成績及び性行を評価して認める。
（証書の授与）

第16条　校長は、所定の全課程を修了したと認めた者には、別紙様式の卒業証書を授与しなければならない。

（ほう賞）
第17条　成績優秀にして他の模範となる者は、ほう賞することができる。

（懲戒）

第18条　次の各号のいずれかに該当する者には退学を命ずることができる。

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者
(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

(3) 正当な理由がなくて出席が常でない者

(4) 学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者
　　　第５章　授業料、入学金等
（授業料、入学金等）

第19条　本校の授業料及び入学金は、次のとおりとする。

○○課程　　　　　○○学科
入学検定料　　　　　　円
入　学　金　　　　　　円
授　業　料　　　　　　円
実　習　料　　　　　　円
○　○　○　　　　　　円
（返還）
第20条　既に納付した授業料、入学検定料、入学金及び実習料は返還しない。ただし、特別な事由がある場合は、この限りでない。

（寄宿舎）

第21条　本校に寄宿舎を付置する。
２　寄宿舎の管理に関する事項は、校長が別に定める。

（健康診断）

第22条　健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより実施する。

（科目等履修生）

第23条　本校には、正規課程以外に科目等履修生を受け入れるために、次の教育を行う。
	科　　目
	修業年限
	総　定　員
	備　　　　考

	
	　　　　年
	　　　　人
	昼間　　　　人
	夜間　　　　人

	
	
	
	
	


　　　第６章　　雑　　則

（雑則）

第24条　この学則の実施に関し、必要な細則は校長が定める。

　

附　則

１　この学則は、令和　　年　　月　　日から施行する。

２　……………………………………………………………
別　表　
　　　教育課程及び授業時間数

	課程

の別
	学科名
	授　業
科目名
	第　　　学年
	第　　　学年
	第　　　学年
	備考

	
	
	
	年　間

時間数
	週

時間数
	年　間

時間数
	週

時間数
	年　間

時間数
	週

時間数
	

	
	
	
	時間
	時間
	時間
	時間
	時間
	時間
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　　　　計
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　　　　計
	
	
	
	
	
	
	

	年間授業日数
	日
	日
	日
	

	年間授業週数
	週
	週
	週
	


	注意事項

１　昼間部、夜間部ごとに作成すること。

２　１単位は５０分を原則とすること。


別　紙

　　　　　　卒　業　証　書

[image: image1]
各種学校学則（例）

○　○　学　校　学　則

　　　第１章　総　則

（名称）

第１条　この各種学校は、○○学校（以下「本校」という。）という。

（位置）

第２条　本校は、○○市○○町○○番地に置く。
（目的）
第３条　本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に従い、○○を行うことを目的とする。

（学科、修業年限等）
第４条　学科、定員、修業年限及び入学資格は、次のとおりとする。
	学　　科
	昼夜（部制）区分
	定　　員
	修業年限
	入学資格

	○　○　科
	
	○○　人
	○　年
	○○程度以上

	○　○　科
	
	○○
	○
	○○程度以上

	○　○　科
	
	○○
	○
	○○程度以上


第２章　学年、学期及び休業日
（学年）

第５条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

　 eq \o\ac(○,イ)　学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものと、１０月１日に始まり、翌年９月３０日に終わるものとする。

（学期）

第６条　学期は次の３学期とする。

　第１学期　　４月１日から　　８月３１日まで

　第２学期　　９月１日から　１２月３１日まで

　第３学期　　１月１日から　　３月３１日まで

　 eq \o\ac(○,イ)　学期は次のとおりとする。
(1) ４月入学の者

第１学期　　４月１日から　９月３０日まで

第２学期　１０月１日から　翌年３月３１日まで

(2) １０月入学の者

第１学期　１０月１日から　翌年３月３１日まで

第２学期　　４月１日から　９月３０日まで

（休業日）
第７条　休業日は、次のとおりとする。ただし、校長は、必要があると認める場合には、休業日を変更することができる。
(1) 国民の祝日に関す法律に規定する休日

(2) 日曜日

(3) 夏季　　○月○日から　○月○日まで

(4) 冬季　　○月○日から　○月○日まで

(5) 学年末　○月○日から　○月○日まで

(6) ……………………………………………………………

　 eq \o\ac(○,イ)　(5)　学年末　　４月入学の者　　○月○日から○月○日まで

　　　　　　　　　１０月入学の者　　○月○日から○月○日まで
　　　第３章　教育課程及び授業時間数
（教育課程及び授業時間数）

第８条　育課程及び授業時間数は、別表による。

　　　第４章　教育課程の修了及び卒業の認定

（認定の基準）
第９条　教育課程の修了又は卒業は、所定の課程を修了した者について、平素の成績及び性行を評価して認める。
（証書の授与）

第10条　校長は、所定の全課程を修了したと認めた者には、別紙様式の卒業証書を授与する。

　　　第５章　入学、退学、転学及び休学
（入学）

第11条　入学については、学校所定の手続を経なければならない。

（退学及び転学）

第12条　退学又は転学しようとするときは、その理由を付して保証人連署の上、願い出なければならない
（休学）

第13条　校長は、病気その他やむを得ない理由により、引き続き１月欠席し、なお、２月以上欠席を要すると認められる者が休学を願い出た場合には、１年以内に限り休学を許可することができる。
２　校長は、教育上必要と認めたときは、１年以内に限り休学を命ずることができる。
　　　第６章　教職員組織
（教職員組織）

第14条　教職員組織は、次のとおりとする。

(1) 校　　長　　　１人

(2) 教　　員　　　○人以上
(3) 助　　手　　　○人以上
(4) 事務職員　　　○人以上

　　　第７章　授業料、入学検定料、入学金及び実習料

（授業料）

第15条　授業料は、次のとおりとする。

	学　　　科
	昼夜（部制）区分
	月　　　額

	○　○　科
	
	○○○円

	○　○　科
	
	○○○

	○　○　科
	
	○○○


２　授業料は、毎月○日までに納付するものとする。

第16条　１月欠席した場合は、その月の欠席者に係る授業料は徴収しない。

第17条　特別の事情があると認めた者には、授業料を減免することができる。

（入学検定料）

第18条　入学を希望する者は、入学検定料○○円を納付しなければならない。

（入学金）

第19条　入学を許可された者は、入学金○○円を納付しなければならない。

（実習料）

第20条　実習料は、次のとおりする。

	学　　　科
	昼夜（部制）区分
	月　　　額

	○　○　科
	
	○○○円

	○　○　科
	
	○○○

	○　○　科
	
	○○○


２　実習料は、毎月○日までに納付するものとする。

（返還）

第21条　既に納付した授業料、入学検定料、入学金及び実習料は、返還しない。ただし、特別な事由がある場合は、この限りでない。
　　　第８章　賞　罰

（ほう賞）

第22条　校長は、他の生徒の模範となる者をほう賞することができる。

（懲戒）

第23条　校長は、教育上必要があると認めた生徒に懲戒を行うことがある。

　　　第９章　寄宿舎

（寄宿舎）

第24条　本校に寄宿舎を付置する。

２　寄宿舎の管理に関する事項は、校長が別に定める。

　　　第10条　雑則

（雑則）

第25条　この学則の実施に関し必要な細則は、校長が定める。
　　　附　則

１　この学則は、令和　　年　　月　　日から施行する。

２　……………………………………………………………

別　表

　　　教育課程及び授業時間数

	学　科　名
	授　業

科目名
	第　　　学年
	第　　　学年
	第　　　学年
	備考

	
	
	年　間

時間数
	週

時間数
	年　間

時間数
	週

時間数
	年　間

時間数
	週

時間数
	

	
	
	時間
	時間
	時間
	時間
	時間
	時間
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	
	
	
	

	年間授業日数
	日
	日
	日
	

	年間授業週数
	週
	週
	週
	


	注意事項

１　昼間部、夜間部ごとに作成すること。

２　１単位は５０分を原則とすること。


別　紙

　　　卒　業　証　書

[image: image2]
〔様式３－４〕施設、設備目録
	所有、借用の別
	種別
	面積（点数）
	所在・地番又は主要品名

	設置者所有
	校地
	○○○.○○㎡
	○○市○○町○番地

	
	校舎
	○○○.○○㎡
	○○市○○町○番地

	
	工具、教具、図書及び備品
	○○○点
	

	
	その他
	
	

	借用
	校地
	○○○.○○㎡
	○○市○○町○番地

	
	校舎
	○○○.○○㎡
	○○市○○町○番地


	注意事項

１　土地が農地等の場合、農地転用許可書の写を添付すること。

２　建物については、建築確認通知書の写及び検査済証の写又は学校建築物であることを証する書類等を添付すること。

３　所在・地番ごとに面積を表示すること。


〔様式３－５〕　校地調書及び校舎調書

１　校地調書

	地目
	種別
	所在・地番
	面積
	備考

	
	校舎敷地
	
	○○○.○○㎡
	

	
	運動場
	
	○○○.○○㎡
	

	
	その他
	
	○○.○○㎡
	

	
	計
	
	○○○.○○㎡
	


	注意事項

所在及び面積の計等は、施設、設備目録の記載と一致すること。


２　校舎調書

	建物構造
	室名
	面積
	室数
	専用、
兼用の別
	備考

	
	普通教室
	○○○.○○㎡
	
	
	○○○.○○㎡×○室

○○○.○○㎡×○室

	
	特別教室
	○○○.○○㎡
	
	
	○○○.○○㎡×○室

○○○.○○㎡×○室

	
	職員室
	
	
	
	

	
	事務室
	
	
	
	

	
	保健室
	
	
	
	

	
	○○○
	
	
	
	

	
	便所
	
	
	
	大便器○○個

小便器○○個

	
	その他
	
	
	
	

	
	計
	○○○.○○㎡
	
	
	基準面積　　　　㎡


	注意事項

１　建物構造欄には、「鉄筋コンクリート造陸屋根式２階建」のように記載すること。

２　専用、兼用の別を明記し、兼用の場合には、その面積、用途を記載すること。

３　２棟以上の校舎を有する場合には、備考欄に「第１号校舎（○㎡、○室）」「第２号校舎（○㎡、○室）」のように区別を明記すること。

４　個々の普通、特別教室の面積は、備考欄に「○○㎡×○室、○○㎡×○室」のように記載すること。


〔様式３－６〕　校具、教具、図書及び備品の内訳書

１　校　具

	名　　称
	数　　量
	備　　考
	名　　称
	数　　量
	備　　考

	生徒用机
	
	
	教壇
	
	

	生徒用腰掛
	
	
	黒板
	
	

	教卓
	
	
	○○○
	
	


２　教具

(1) 校具に準じて作成すること。

(2) 教具とは、直接教育の方法、手段等に用いるものをいう。
３　図書

　　校具に準じて作成のこと。

４　備品

　　校具に準じて作成のこと。

	注意事項

未購入のものについては、売買契約書の写を添付すること。


〔様式３－７〕　設置後２年度の事業計画書

(1) 設置後２年度の事業計画書を年度別に記載すること。

(2) 事業計画は、施設、設備の充実、教職員、生徒の編制、教育課程の充実、主な学校行事に関する事項について、具体的に計数等をあげて記載すること。

(3) ２年度分の収支予算に関連することに注意すること。
〔様式３－８〕　申請年度及び設置後２年度の収支予算書

資　金　収　支　計　算　書

　　年　　月　　日から

　　年　　月　　日まで

（単位　円）

	収入の部

	科目
	予算
	積算の基礎
	

	学生生徒等納付金収入
	
	
	

	授業料収入
	
	○○円×○人×○月
	

	入学金収入
	
	○○円×○人
	

	実験実習料収入
	
	
	

	施設設備資金収入
	
	
	

	○○○
	
	
	

	
	
	
	

	手数料収入
	
	
	

	入学検定料収入
	
	
	

	試験料収入
	
	
	

	証明手数料収入
	
	
	

	○○○
	
	
	

	
	
	
	


	支出の部

	科目
	予算
	積算の基礎
	

	人件費支出
	
	
	

	教員人件費支出
	
	
	

	職員人件費支出
	
	
	

	　　役員報酬支出
	
	
	

	退職金支出
	
	
	

	○○○
	
	
	

	教育研究費支出
	
	
	

	消耗品支出
	
	
	

	光熱水費支出
	
	
	

	旅費交通費支出
	
	
	

	奨学費支出
	
	
	

	○○○
	
	
	


	注意事項

１　申請年度及び設置後２年度について、年度別に作成すること。

２　積算の基礎は、なるべく詳しく記載すること。

３　形式は学校法人会計基準に準ずること。


〔様式３－９〕　学級編制表

学級編制表(専修学校例)

	課　　程
	科
	修業年限
	学　級　数
	定　　員
	備　　考

	○○課程
	○○科
	　　　　年
	　　　　
	　　　　人
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	合　　　　　計
	
	
	

	○○課程
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	合　　　　　計
	
	
	


学級編制表（各種学校例）

	昼夜（部制）の　区分
	科
	修業年限
	学　級　数
	定　　員
	備　　考

	
	○○科
	　　　　年
	　　　　
	　　　　人
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	○○科
	
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	


〔様式３－10〕　教職員の組織表

１　教職員組織総括表

	職　　　名
	専　　　任
	兼　　　任
	計

	校長
	人
	人
	人

	教員
	
	
	

	助手
	
	
	

	事務職員
	
	
	

	校医
	
	
	

	計
	
	
	


２　○○課程教員等組織表

	職　　　名
	専　　　任
	兼　　　任
	計

	教　　　　　　員
	人
	人
	人

	助　　　　　　手
	
	
	

	計
	
	
	


	注意事項

１　各種学校の場合は、１教職員組織総括表のみでよい。

２　「２」は、課程が２以上ある場合に課程ごとに作成すること。

３　専修学校は、校医を置かなければならない。


〔様式３－11〕　教職員採用予定者名簿

教職員採用予定者名簿

	職　名
	専任兼任の　別
	担当学科
	氏　名
	生年月日（年齢）
	免許状の種　類
	最終学歴
	経歴概要
	担当課程

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


	注意事項

１　免許状種類欄………教育職員免許法による免許状その他学校の職務に関する免許について記載のこと。また、教員資格を受けた者については、その旨記載すること。

２　最終学歴欄…………教育法第１条の学校（旧制度の学校を含む。）及び専修学校、各種学校に関する学歴について記載のこと。

３　経歴概要欄…………実務経験年数がわかるように記載すること。

４　担当課程欄…………主として担当する課程を記載し、〔様式３－10〕の「２」表と課程ごとに人数が一致すること。


〔様式３－12〕　校長、教員採用予定者の履歴書、誓約書及び就任承諾書

１　履歴書


履　　歴　　書

　　　　　　　　　　　　　　本籍地　　　　　県
　　　　　　　　　　　　　　現住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ　り　が　な),氏　名)　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日生

　　　　学　　歴

　　　年　　月　　日　　　　○　○

　　　年　　月　　日　　　　○　○

　　　　職　　歴

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで　　○　○

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで　　○　○

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで　　○　○

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで　　○　○

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで　　○　○

　　　　賞　　罰

　　　　　　　　　　　　　○　○

　上記のとおり相違ありません。

　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　　名　　㊞

	注意事項

１　学校名、就職先、役職名等については略称などを用いないこと。

２　職歴については、２つ以上の職にあっても、その旨記載すること。

３　校長の資格の有無が記載内容で明らかとなるよう教育、学術に関する業務の職は特に留意すること。

４　所有免許状の取得年月日、種類を記載すること。
５　本籍地は、都道府県名までとすること。
６　在学中で免許未取得の者は、卒業見込証明書、免許取得見込証明書を添えること。


２　誓約書


誓　　約　　書

　　　

　　　わたくしは、次に掲げる者に該当しないことを誓約します。

１　成年被後見人又は被保佐人

２　禁錮以上の刑に処せられた者

３　教育職員免許法第１０条第１項第２号又は第３号に該当することにより免許状がその効力を失い、当該失効の日から３年を経過しない者

４　教育職員免許法第１１条第１項から第３項までの規定により免許状取上げの処分を受け、３年を経過しない者

５　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
　　　　令和　　年　　月　　日

　

　　　　　　　　　　　住　所　　　　　岐阜県○○市○○町○○番地

　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

３　就任承諾書

就　任　承　諾　書

私は、○○学校が設置された場合に、○○として就任することを承諾します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

　　　学校法人　○　○　学園

　　　　理事長（設立代表者）　○　○　○　○　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　岐阜県○○市○○町○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　○　○　○　○　　㊞

	注意事項

採用予定者が公務員等の場合は、任命権者等の許可書（同意書）を添付すること。


　　　　　注意事項（別紙）


１　卒業証書には、必ず修了の課程、


　学科を記載すること。


２　(　　)内には修業年限を記載すること。





卒　　業　　証　　書


　　　　　　　　　氏　　　　　名


　　　　　　　　　生　年　月　日





　右は本校○○課程○○科(　　)を卒業した


　ことを　証する


　　　年　　月　　日


割印　　　　○　○　学校長　　氏　　　名　� eq \o\ac(□,印)�





　第　　　　号





卒　　業　　証　　書


　　　　　　　　　氏　　　　　名


　　　　　　　　　生　年　月　日





　右は本校（○○科）を卒業したことを証する





　　　　　年　　月　　日


割印　　　　○　○　学校長　　氏　　　名　� eq \o\ac(□,印)�





　第　　　　号





（例）


校長○○○円×12月


教員○○○円×12月×○人


事務職員○○○円×１２月


期末、扶養、通勤手当等








写真貼付








